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シンポジウム（13：00～15：00 頃） 

６テーマ毎のワークショップ（15：00～17：00 頃） 

年 
月 日（土） 

13：00～17：00 頃 

狛江市役所 特別会議室、 

防災センタ－ほか 

講演テーマ：住み続けたい選ばれ続けるまち 狛江市の将来像 

講演者：卯月 盛夫氏（早稲田大学社会科学総合学術院教授） 

加藤 仁美氏（東海大学工学部建築学科客員教授） 

杉浦  浩 氏（東京都建設防災ボランティア協会顧問） 

入江 彰昭氏（東京農業大学地域環境科学部地域創成科学科准教授） 

河上 牧子氏（一般社団法人令和防災研究所主任研究員） 

井上 赫郎氏（株式会社まちつくり研究所代表取締役） 

※ワークショップとは参加型のセミナーであり、現状の課題に皆さんで取り組んだり、

「将来こんな街にしたい！」といったビジョンを描いたりなど積極的に意見を交換

します。 

※左記の講演者が仕切り役（ファシリテーター）となり、狛江市に関するそれぞれの

テーマについて、参加する皆さんと話し合っていきます。 

テーマ 1. 卯月 盛夫氏「10 代・20 代が描く狛江のみらい 

（Teens・Twenties KOMAE Project 2040）」 

テーマ 2. 加藤 仁美氏「新たな日常生活の展開を見直そう」 

テーマ 3. 杉浦  浩 氏「道路と交通環境の在り方、駅周辺整備を考えよう」 

テーマ 4. 入江 彰昭氏「みんなに愛される公園・緑・農の風景づくり」 

テーマ 5. 河上 牧子氏「防災まちづくりを考えよう」 

テーマ 6. 井上 赫郎氏「にぎわいとふれあいのある魅力ある拠点づくりを考えよう」 

主催（問い合わせ）：狛江市都市建設部まちづくり推進課 ☎03-3430-1111 

お申し込み方法（11 月 17 日〆切） 
シンポジウム及びワークショップに参加を希望される方は、 

メール、ＦＡＸ、郵送のいずれかにてお申し込みください。 

メール：tokeit01@city.komae.lg.jp 

ＦＡＸ：03-3430-6870 

郵送：〒201-8585 東京都狛江市和泉本町 1-1-5 

お申込内容：お名前・ふりがな、ご住所、お電話番号、 

希望するテーマ（第２希望まで） 

※お申込みいただいた方には参加受付完了とワークショップの参加テーマについてご返答させて

いただきます。 

※当日は、新型コロナウイルス感染症予防のため、可能な限り密な環境にならないよう配慮した運営に努めます。 
また、感染症拡大の状況に応じて、中止にせざるを得ない場合もあることをあらかじめご了承下さい。 

第２部 

第１部 日時 

会場 

参加 
無料 

シンポジウムは、後日、YouTube（狛江市公式動画チャンネル） 

での配信も予定しています。 

狛江市都市計画マスタープラン改定及び立地適正化計画策定に関する
シンポジウム及びワークショップの開催について

令和２年10月13日
庁　 議 　資 　料



（別紙）

グループ テーマ コメント

ワークショップ１
うづき　もりお

卯月　盛夫

早稲田大学社会科学総合
学術院教授

10代・20代が描
く狛江のみらい
（Teens・
Twenties
KOMAE
Project
2040）

20年後、君たちは狛江にいる？日本の社会変革のスピードは
速いので、これから20年先は予測がつきません。しかし大き
なビジョンを持って、今から準備をしていかなければならな
いこともあります。在住、在宅、在勤の10代・20代の君た
ちの考えを聞かせてください！

ワークショップ２
かとう　ひとみ

加藤　仁美
東海大学工学部建築学科
客員教授

新たな日常生活の
展開を見直そう

コロナ禍で日常生活は変わりましたか？
近隣の散歩コース、子どもやお年寄りが憩える公園や広場、
日々の買い物、趣味やサークル活動、まちの中の生活圏を確
認することからまちの将来を考えましょう。

ワークショップ３
すぎうら　ひろし

杉浦　浩

東京都建設防災ボラン
ティア協会顧問

道路と交通環境の
在り方、
駅周辺整備を考え
よう

道路網の整備により、道路はもっと身近な生活空間となりま
す。多様な市民生活の利便向上と自転車利用の促進を考えま
しょう。
また市民の大半が日常利用する小田急線3駅について、周辺
整備と商業振興を進め、活気と魅力ある拠点に再編していく
方法を一緒に考えましょう。

ワークショップ４
いりえ　てるあき

入江　彰昭
東京農業大学地域環境科
学部地域創成科学科准教
授

みんなに愛される
公園・緑・農の風
景づくり

気候変動時代のグリーンインフラとしての和泉多摩川緑地都
立公園誘致推進構想、禍を転じて福となす分散とネットワー
ク型の小公園利用、身近な食と農の風景を活かしたまちづく
りを市民のみなさんと一緒に考えましょう。

ワークショップ５
かわかみ　まきこ

河上　牧子

一般社団法人令和防災研
究所
主任研究員

防災まちづくりを
考えよう

近年激化する水害と、東京で進められる新しい都市防災の政
策・技術を踏まえ、最新の狛江市ハザードマップを議論の素
材にしながら、市民の皆さんと一緒に「２０年後の狛江のま
ちのあり方」を考えましょう。

ワークショップ６
いのうえ　かくろう

井上　赫郎

株式会社まちつくり研究
所代表取締役

にぎわいとふれあ
いのある魅力ある
拠点づくりを考え
よう

市民や来街者にとって魅力ある狛江にふさわしい拠点づくり
を考えてみませんか。
駅や商店街などの活気あるにぎわいの拠点、観光客もひきつ
ける水や緑や農地など癒しの拠点、
狛江の資源をいかした文化の拠点など、アイデアや提案を聞
かせてください。

専門家


